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 論文審査の結果の要旨
 原子核140Ce,142Ndはともに,中性子数82の閉殻の偶一偶核であクて,その準位構造の詳
 細な研究は原子核の性質を理解する上で有益である。本論文は140Nd,142Smの鎖β崩壊,140Nd
(3,3d)→140Pr(3.3gmin)→140Ce,142Sm(73min)→142Pm(41sec)
 →142Ndを通して比較的半減期の長い親核から孫核を調べたものである。MOCeに関してはβ
 崩壊iに伴うγ線と内部変換電子を分析する事により,142Ndに関してはγ線を分析することによ
 り原子核の比較的低い励起状態のエネルギrスピγ・パリティ(」π)及び準位間の転移の多重
 極度及び強度を決定することを目的としたものである。この研究の特長と考えられるのは連続転移
 により生ずる2つのγ線間の角度相関をGe(Li)一NaI(Tl)の検出器の想を使って測定し,
 高いエネノレギー分解能を保たせながら,検出効率を上げ,短半減期核や弱いγ転移に対しても分析
 していることであワ,叉内部変換電子の測定についても,運動量分解能に対して明るい,平均軌道
 半径75cmの空芯磁気分析器に位置検出G一瓢検出器を取りつけて多重チャγネル計数を可能とし,
 運動量分解能を上げながら,検出効率を上げて,弱い内部変換電子を分析していることである。こ
 れらの結果」π二1+からのβ崩壊では強度が弱く検出困難なβ崩壊後の偶一偶核のJπニ0+の励
 起準位からのγ転移及び内部変換電子による転移について分析し,140Ceに関しては3.018MeV
 準位を第2励起0+準位(O古)と決定している。
 同準位から第1励起0+準位(0‡)及び基底状態である0+準位(0壱)へのEO(0古→0‡)・
 E・(砿→・ま)転戦ついて測髄行っている。叉,γ線の醸より・古一→2†間の艦変
 換電子の強さを計算から求め,これらの準位間の転移について解析を行っている。
 142捜dに関しては工,383MeV,2.010MeVの2本のγ転移を新らし,く検出した他,従来不明
 確であった数本のγ線について142Ndに属するものと確定した。γ線角度相関より2.958MeV
 準位を,第2励起0+準位(0古)として新らしく決定しておワ,この準位は140Ceの3.018MeV
 準位に対応するものとしている。
 140Ce,142Ndについて褥られた結果をいくつかの理論と比較している。
 以上より見て,片倉純一は自立して研究活動を行なうに必要な高度の研究能力と学識を有すると
 判断する。よって,片倉純一提出の論文は理学博士の学位論文として合格と認める。
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